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今 年 の ソ メ イ ヨ シ ノ は 例 年 よ り 早 く 咲 き 早 く 散 り 、 ４ 月 は 早 や 新 緑 の 候 。 気

持ちの良い季 節です 。  

現在会員登録数 4,058 人さま。次号は５ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●  第 153 回  日本児童文学学会  関西例会  

日時：５月 20 日（土 ） 13： 00～ 16： 15 

講演「子どもの 文学・文化研究に携 わって」畠山兆子（梅花 女子大 学名誉教授）  

ほか研究発表 ２件  

場所：大阪府 立中央 図書館  多目的室   参加費：無料   定 員： 60 人  

主催：日本児 童文学 学会関西例会  共催 ： IICLO 

※詳細・申し 込み→  https://peatix.com/event/3548755 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Jun's Talk 

***************************************************************** 

『自分疲れ  ココロ とカラダのあ いだ』 頭木弘樹 /著  香山 哲 /装画・本文イ

ラスト  創元 社  2023年 4月  対象年齢： 中学生以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団特別専門 員で、 武庫川女子大 学の遠 藤純（Ｊ）さ ん

です。  

 

概要：文学紹 介者で 、 20歳のときの難病 にかかって、 13年間の闘病生活を 送

った著者が 、「自分 」 とは「心」な のか「 体」なのかと いう問 いについ

て、自身の体 験や文 学作品、映画 、マン ガを引用しな がら考 える本。  

 

Ｙ：わかりや すさが 大事と言われ ている このごろです が、「 わ からなさ」を

大切にするシ リーズ 「あいだで考 える」 が出ました。  

Ｊ：その中で も、第 一巻は、思春 期なら 誰もが悩むコ コロと カラダのちぐ は

ぐさの中で 、「自分 」 とは何かを考 える本 です。といっ ても、 抽象的な言

葉で考えられ ている のではなく、 具体的 な文学作品や マンガ 、映画などの

引用を通して 「ココ ロ」と「カラ ダ」の 関係を考えて いくと ころがわかり

やすくておも しろか ったです。  

Ｙ：いわゆる よくあ るブックリス トは、 あらすじや、 おすす めメッセージ が

あって、「 読んで！ 」 という著者の 思いが あふれていま すが、 この本は、

著者の思考に 沿って 、「そういえば 」とい う感じでいろ いろな 本が引用さ

れていて、押 しつけ がましくなく 、本に 興味が持てる 紹介の され方がおも

しろいと思い ました 。  

Ｊ：なるほど 。本の 紹介とともに 、著者 の経験が語ら れてい ることで、説 得

力があります 。私が 普段接してい る大学 生にぜひ、紹 介した いと思いまし

た。もちろん 、悩ん でいる中（ち ょっと 難しいか？ ）・高校 生 にも出会っ

て欲しいです 。  

Ｙ：「自分 」は「カ ラ ダ」と「ココ ロ」の 間にいるとい うのは 、私にとって

は、納得とい う感じ でしたが、「ロボッ ト に内蔵がなく て、人 間にあると

したら、ロボ ットと はちがう人間 らしさ とは、まさに 内臓に あるというこ

とではないだ ろうか ？」という指 摘は目 からウロコで した。 あとは、人間

の弱さを大切 にする という主張や 、「自 分 」は「カラダ 」と「 ココロ」の

間に加えて社 会の評 価の中にある という ところも共感 しまし た。  

Ｊ：「心と 体のあい だ は「グラデー ション 」」という指摘 も若い 世代には新鮮

なのではない でしょ うか。正しさ や唯一 の答えを求め ないこ とで、「自 分

疲れ」から解 放され るというのは 、自分 についても、 学生を 見ていても感

じることであ り、こ の本を読んで 、一人 でも、「ま あいっか 」 と思えたら

いいなあと思 いまし た。  

Ｙ：イラスト も刺激 的で、文に挑 戦して いる感じがお もしろ いと思いまし

た。シリーズ はどん どん続き、気 になる 著者がいっぱ いです 。楽しみに読

みたいと思い ます。  

 

創元社  シリ ーズ「 あいだで考え る」特 設サイト  

https://www.sogensha.co.jp/special/aidadekangaeru/ 

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 92 回「床屋」   

https://www.sogensha.co.jp/special/aidadekangaeru/


 「脱走者」 の夢  

 

床 屋 と 客 の 対 話 形 式 の 作 品 で 、 四 つ の 部 分 に 分 か れ て い ま す か ら 、 四 幕 の こ

ぢんまりとし た戯曲 のように見え ます。  

 

副題は「本郷区 菊坂 町」。1921（大正 10）年、宮沢賢治が 無断 で上京して、半

年 あ ま り 菊 坂 町 で 間 借 り し て い た こ ろ の こ と が 題 材 に な っ て い る の で し ょ う 。

賢治は、１月 23 日の夕方、突然、花巻の 家を出て、青森発 上 野行きの東北 線

にとびのりま す。24 日朝には東京 に着き、その日のうち に、「突 然出京致しま

し た ／ 進 退 谷 ま っ た の で す 」 と 友 人 の 保 阪 嘉 内 あ て の 葉 書 に 書 き つ け て い ま

す。賢治は、まず、入 会していた「純正日 蓮 主義」の宗教団体、国 柱会本部を

た ず ね ま す 。 下 宿 で 寝 起 き し て 、 午 前 中 は 東 大 赤 門 前 の 小 さ な 謄 写 印 刷 の 出

版 社 で 座 り き り の 製 版 の 仕 事 を し 、 午 後 は 街 頭 で の 布 教 や 国 柱 会 で の 奉 仕 活

動をします。それ でも 、この時期の書簡 など から見ると、賢治 は、ずいぶん元

気で、「「東京への 脱走 者」の解放感」があ っ たようです 。「「東 京へ の脱走者」

の解放感」とは、こ れより前、賢治が 20 歳の夏に上京 して、ドイツ語の講 習

会にかよって いたと きに詠んだ短 歌に寄 せた入沢康夫 のこと ばです（入沢「東

京」 1983 年）。  

 

「 九 時 過 ぎ た の で 、 床 屋 の 弟 子 の 微 か な 疲 れ と 睡 気 と が ふ っ と 青 白 く 鏡 に か

かり、室は何だかが らんとしてい る。」―「床屋」は、ト書きの ような１行で

はじまります 。客は、子どものころ に馬の バリカンで刈 られた 話をして、床 屋

に「お郷国 」を聞かれ ます。―「 岩手県だ 。」客は、「僕はね 、き っと流行るよ

う な 新 ら し い 鬚 の 型 を 知 っ て る ん だ よ 。」 と も い い ま す 。「 今 ど こ で 流 行 っ て

いますか。」と聞か れ ると、「イ デア界だ 」。  

 

「 鏡 の 睡 気 は 払 わ れ て 青 く 明 る く な り 今 度 は 香 油 の 瓶 が そ れ を 受 け 取 っ て ぼ

ん や り な っ た 。」「 睡 気 が 忽 ち 香 油 の 瓶 を 離 れ て 瓦 斯 の 光 に 溶 け て 了 い 室 が 変

に底無しの淵 のよう になった。」「瓦斯の 灯が急に明る くなっ た。」というト書

き で 場 面 が 転 換 し て い き ま す 。 こ の 小 さ な 四 幕 物 全 体 が 、 も の う い 夢 の よ う

です。これも 、「脱 走 者」の解放感 のつづ きでしょうか 。  

 

こ の 夢 を や ぶ っ た の は 、 ８ 月 の 故 郷 か ら の 電 報 で し た 。 妹 の ト シ が 病 気 だ と

いうのです。賢治は、即座に帰郷し ます。国 柱会の高知尾 智耀に うながされて

書きためたト ランク いっぱいの原 稿をも って。  （馬車別当 ）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫『宮沢 賢治万 華鏡』により ました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４６  

***************************************************************** 

 

自由を夢みた 。むち ゃくちゃな夢 ……  

 

（『 か べ  鉄 の カ ー テ ン の む こ う に 育 っ て 』  ピ ー タ ー ・ シ ス /作  福 本 友 美

子 /訳  ＢＬ出版  2010 年 11 月）  

 

この本は、作者のピ ーター・シ スが、「私 はこれまでい つだっ て何でも絵に か

い て き た の だ か ら 、 家 族 の た め に 、 ア メ リ カ に く る 前 の 人 生 も か い て み よ う

と 思 っ た 。 こ の 本 の 物 語 は そ れ を で き る だ け 忠 実 に か い た も の で あ る 。」（ あ

とがき）と書 いてい るように、 1949 年に共産主義国で あった チェコスロバ キ



ア に 生 ま れ た ピ ー タ ー ・ シ ス の ア メ リ カ 合 衆 国 に 行 く ま で の 半 生 が 描 か れ て

います。  

 

生 ま れ て か ら ず っ と 絵 を 描 く こ と が 好 き だ っ た こ と 、 成 長 す る と 戦 車 や 戦 争

の絵を描いた こと、学 校で教わった ことに 何の疑問も持 たなか った時期から 、

少しずつ「お かしい」と感じ始めて こっそ りと描きたい 絵を描 き、ロックバ ン

ド に 夢 中 に な っ た こ と な ど が 、 絵 と 言 葉 と 日 記 の 引 用 と 写 真 で つ づ ら れ て い

ます。そして 、 1968 年のプラハの 春を迎 えます。そこ での自 由はカラフル な

見 開 き の 絵 で 表 現 さ れ ま す が 、 そ こ か ら 、 ソ ビ エ ト 連 邦 ほ か の 東 欧 諸 国 が チ

ェ コ ス ロ バ キ ア に 侵 攻 し ま す 。 そ ん な 中 、 何 度 消 さ れ て も 壁 に 自 分 た ち の 夢

の 絵 を 描 い た 様 子 や 、 ア ニ メ ー シ ョ ン を 作 っ て 検 閲 官 と や り と り を し た 日 記

が紹介され、 引用の 文の場面にな ります 。  

 

こ の 場 面 は 、 ８ つ の 夢 の 絵 が 描 か れ て い ま す 。 列 車 の 屋 根 に 隠 れ て 国 境 を こ

え る 絵 、 頭 の 上 に ア ヒ ル を 載 せ て 川 を 泳 い で 渡 る 絵 、 自 転 車 に の っ て 踏 み 台

を 使 っ て 壁 を 乗 り 越 え る 絵 、 ス キ ー を し な が ら 、 背 中 に パ ラ シ ュ ー ト を 背 負

って雪山から ジャン プする絵、地 下を掘り 進む絵、夜、ハングラ イダーで空を

飛ぶ絵、木の着ぐ るみ を着て、壁のとこ ろを 歩く絵、棒高跳び の原 理で、棒を

使 っ て 鉄 条 網 を こ え よ う と す る 絵 で す 。 そ れ ら の 絵 の 周 り に は 道 が あ り 、 警

察 が 車 で 、 絵 を 抱 え て 自 転 車 に 乗 っ て い る ピ ー タ ー を 追 い か け て い ま す 。 そ

し て ペ ー ジ の 上 部 に は 、 針 金 が 渡 さ れ た 柵 が あ り ま す 。 絵 は ユ ー モ ラ ス で す

が、絶望も感じま す。ページをめく ると、こ とばはなく、自転 車に 乗ったピー

タ ー が 絵 を 羽 に し て 、 柵 を こ え て 飛 び 立 ち 、 そ の 姿 を 秘 密 警 察 と 監 視 台 の 光

が明るく丸く 映し出 しています。  

 

そして、この絵本 の最 後は、「生き ているか ぎり、絵をかきつ づけ る。」と終わ

ります。今 回読み直し て、改めて 、この作 品 は、自由と は何か、絵 や芸術とは

何 か を 問 う 作 品 だ と 思 う と 同 時 に 、 今 の 社 会 の あ り よ う と も ど こ か 重 な る よ

うに感じまし た。（ Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

市立伊丹ミュ ージア ムで６月 11 日まで開 催されている 特別展「ピーター・シ

スの闇と夢」に行 って きました。この展 覧会 では、絵本作家ピ ータ ー・シ スの

原画、資料、 新聞雑 誌の挿絵、ポ スター など約 200 点が、「「 かべ」のなか 」

「自由の国 」「子ども たちのために 」「探求 の旅」「夢を 追う」の ５章に分けて

展示されてい ます。  

 

最初に、『 三つの金 の 鍵  魔法のプ ラハ』（ 柴田元幸訳  ＢＬ出 版  2005 年）

『かべ  鉄の カーテ ンのむこうに 育って 』（福本友美子訳  ＢＬ 出版  2010 年）

などの原画が 展示さ れていました 。解説 には、 1949 年に生まれ、共産党統 治

下 の チ ェ コ ス ロ バ キ ア で 育 っ た シ ス の 絵 本 に は 、 彼 の 人 生 が 反 映 さ れ て い る

と書かれてい ます。『 かべ』では 表現の自由 がなかった子 ども時 代から青年時

代 が 語 ら れ て い て 、 何 度 消 さ れ て も 壁 に カ ラ フ ル な 絵 を 描 く 人 た ち の 絵 が 印

象に残りまし た。  

 

シスは、プラハ工 芸美 術大学に進み、ア ニメ ーションを学 びまし た。当時、チ

ェ コ ス ロ バ キ ア で は 、 ア ニ メ ー シ ョ ン は 子 ど も の 健 全 な 育 成 の た め と い う 理

由で比較的自 由な創 作が許されて いたそ うで、卒業制作のア ニ メーション「擬

態」は、シュールで 空 想豊かなアニ メーシ ョン映像でし た。そし て、アニメー



シ ョ ン の 作 品 が 評 価 さ れ た こ と が き っ か け で 、 ア メ リ カ へ 移 住 し 亡 命 し ま し

た。  

 

「 子 ど も た ち の た め に 」 の 章 で は 、『 マ ド レ ン カ 』（ 松 田 素 子 訳  Ｂ Ｌ 出 版  

2001 年）の原画があ りました。子 どもた ちに伝えたい 絵本を 作っていたシ ス

が 、 子 ど も た ち が 楽 し め る こ と も 考 慮 に 入 れ て 作 っ た 作 品 群 で す 。 色 が 明 る

く、遊びの要 素たっぷ りの絵に心が はずみ ます。遊び心 は、ミニ サイズの箱付

きの試作本か らも感 じられました 。  

 

「夢を追う」の章では コロンブスや ガリレ オ、ダーウィ ン、サン ＝テグジュペ

リ な ど の 伝 記 絵 本 が 紹 介 さ れ て い ま す 。 ど の 本 も そ の 人 の 子 ど も 時 代 か ら 描

か れ て い ま す 。 一 場 面 に い ろ い ろ な も の が 描 き 込 ま れ て い て 、 絵 を 読 む こ と

で 、 被 伝 者 の 興 味 関 心 や 人 生 観 な ど が 読 み 取 れ る と こ ろ が お も し ろ い と 思 い

ました。  

 

ア メ リ カ へ 移 住 す る ま で 、 シ ス は チ ェ コ ス ロ バ キ ア に 閉 じ 込 め ら れ 、 自 由 を

希求していま した。そ のことが、多 くの絵に 枠があり、そ の枠の外 に自由な世

界 が 広 が っ て い る と い う イ メ ー ジ と つ な が っ て い る よ う に 思 い ま し た 。 原 画

で見ることに よって、独特の色合い 、細かい 描写、指紋の ような迷 路のような

丸い形などが より鮮 明で、強く印 象に残 りました。（Ｋ）  

 

市立伊丹ミュ ージア ム  https://itami-im.jp/ 

 

***************************************************************** 

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第１ 回  【 新連載】  

***************************************************************** 

第１章  坪田 譲治先 生  

その１  「風 の中の 子供」  

 

坪田譲治先生 （ 1890～ 1982 年）には、子 どものころに ２度お 目にかかった こ

とがあります 。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta-1_M152.pdf 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  「生誕１００年 ・ 最後の抒情画 家藤井 千秋展」  

会  期：開催中～７ 月 ９日（日）     月曜休館（ 5/1 は開館）  

場  所：姫路市書写 の 里・美術工芸 館   観覧料：有料  

主  催：姫路市書写 の 里・美術工芸 館、神 戸新聞社  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

https://itami-im.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta-1_M152.pdf
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『自 分 疲れ  ココロと

カラダのあい だ』をプ レゼントしま す。ご希 望の方は、プレ ゼント 応募フォー

ムから、 (1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メール アドレス、よ

ろしければ  (5)このメルマガのご 感想を お書きのうえ  お送り ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9 

締切は５月 10 日（水 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

新たな年度が 始まり 、駅までの道 や通勤 電車の顔ぶれ の変化 にふと気づき ま

す。集団登校 の子ど もたちの中に も、ラ ンドセルがや たら目 立つ一年生が ち

らほら。そん な新入 生にあれこれ 教えて あげている一 つ年上 の二年生の得 意

げな顔がおか しくて 、思わず微笑 んでし まいます。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

